
これまでの応募倍率は11.3倍。国際業績が期待できる若手を厳選
して採用。採用者のうち外国人は13名
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本務教員数(特任教員を含む)の推移と目標値
各年度5月1日時点の
本務教員数(実績値)

目標値

目標値
382

412
(参考)定員内教員の
講師以上のみ

授業料値上げにより2024年までに教員を30名純増させ、
財務基盤強化により2029年までにさらに30名増やすことが目標

戦略的重点化領域で教員を2019年度からの５年間で30名純増させる目標に対し
2024.5.1時点の教員数*は399名で目標を達成

９名採用済

②SDS以外の戦略的重点化分野（既存４学部）

※予定人数の採用完了

①新学部：ソーシャル・データサイエンス(SDS)分野

15名採用済

教員数増加のポイント① 授業料の値上げによる30名純増

（+２名の採用活動中）

(2024年5月時点)

教員数増加のポイント② HIASにおける若手教員の採用

学長のリーダーシップにより社会科学高等研究院(HIAS)において
若手研究者を45名程度採用し、研究に専念できる環境を与える
HIAS Bridges Next プロジェクトを2022年度から開始

採用済34名 内定済５名

(2024年5月時点)

*本務教員の定義について
本学が社会科学の国際的な拠点形成に
向けて採用を強化している若手研究者の
数を反映させるため、文部科学省の学校
基本調査等と同様に、定員内教員に加
えて、一定の条件(週30時間以上勤務
など)を満たす契約教員を含めて本務教
員をカウントしている。

教員数増加の進捗状況
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